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〈概 要 〉

児童が進 んで音楽活動す るためには,自 分 の感 じ方を生か し,創 造的 に学習す ることが

大切であ る。 そ こで,本 研究で は,5つ の視点 に基づ き,題 材 ごとの指導の工夫 について

効果を検証 した。

各実践 では,5つ の視点 によ って指 導の工夫 を とらえ直す ことで,目 指す児童像 とそれ

を実現す るための指導の工夫 とが具体 的に結 び付 くよ うにす るな ど,授 業改善の方途 を探

った。
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1研 究 主 題

自分の感 じ方を生 か し,進 んで音 楽活動 をす る児童を育て る指導の工夫

1研 究主題設定 の理 由

毎 日の音楽室で の児童 との楽 しい出会 い。児童のふ とした表情に,音 楽 に対す るあこがれ

を見っ けた時。 「もう一 回や りた い。 」 と気 に入 った曲を何度 も演 奏す る楽 しそ うな顔。

「毎 日,音 楽が ある といいなあ。」 とい う,嬉 しいっぶ やき。 こんな児童 と出会 う時,私 た

ちは大 きな喜 びを感 じる。音楽が大好 きな児童 に育 ってほ しい。 これは音楽科の授業 に携 わ

る私たちの心か らの願 いであ る。

これか らの学校教育が 目指 す,自 分で課題を見付 け,自 ら学び,主 体的 に判断 し,行 動 し,

よ りよ く問題を解決す る能力 を音楽科で は,ど のよ うにと らえ ることがで きるであろ うか。

また,児 童が主体的,創 造 的に生 きてい くことがで きるように,自 ら進んで考え,判 断 し,

自信 を もって表現 した り行動 したりす ることがで きる資質や能力の育成のたあに,音 楽科で

はどの ような支援 をす る ことがで きるであろ うか。私たちは,こ の答えを 日々の児童の姿や

言葉の 中か ら見付 けたいと考えた。

「私 は音楽が好 き。」 「ぼ くはこの音楽の こうい うところが好 き
。」 「この曲か っこいい

なあ。」 とい う児童の主体的な音楽 との対峙の仕方 こそが,自 分の音楽 に対す る感 じ方 を追

究す る姿 を実現す ることがで きると考え る。その時点で,よ り深 く音楽のよ さや美 しさを感

じ取 り,創 意工夫を生 か した表現を したい とい う欲求が生まれて くる。 また,児 童 の側 か ら

の内発的欲求 と して,「 ど うした らいいんだろ う。」 とい う疑 問 とと もに,声 の出 し方 や楽

器 の扱 い,奏 法,楽 譜の読み方な どに対 する基本的な理解 を深 める学習の重要性 を,児 童 自

身が感 じ取 ることがで きる。 さらに,友 達 とのかかわ りの中で,音 楽活動 する ことの楽 しさ

を味わ うことがで きると考え る。

そのよ うな児童の姿を,「 自分の感 じ方を生 か し,進 んで音楽活動 をす る児童」 と して と

らえた。 さ らに,互 いに認 め合 い,励 ま し合 える友達や教師 との温か な信頼関係を確 かな も

のに して い くことによ って,児 童 は伸び伸 び と自信を もって音楽活動す ることがで きると考

えた。 このよ うな音楽活動の 中で,自 分が認 あ られ る喜 び,友 達 と高め合いなが ら音楽 をっ

くり上げてい く経験の積み重ね は,児 童が生涯 にわた って音楽を楽 しむたあの基盤 になる。

そのために,児 童が音楽活動に進んでかかわ り,表 現で きるよ う支援 する指導の工夫を 目指

して本主題 を設定 した。
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2児 童の実態 概

研究を進 めるに当たって,本 研究員の所属校の児童の実態 につ いて,話 し合 った。その結

果,っ ぎの よ うな実態が浮かび上 が った。

児童の実態

・音 楽 の 授 業 は好 きで あ るが ,活 動 が 受 け身 に な りが ちで あ る。

・自分 の 感 じ方 に 自信 を もち に くいが
,少 人 数 の活 動 で は,自 分 の 思 い や願 い を 出す こ

とが で き る。

・教 材 によ って は ,じ っ く り と取 り組 む こ とが 苦 手 で あ る。

・友 達 の 前 で 表現 す る こ とを
,恥 ず か しい と感 じる傾 向が あ る。

・友 達 の よ さ に 気付 く ことが で き
,自 分 も認 め られ た い と願 って い る。

3目 指 す児童像

本研究が 目指す児童像 は,研 究主題

に掲 げ られ る 「自分の感 じ方を生 か し,

進 んで音楽活動をす る」であ る。 この

研究主題を具現化す る児童の姿,研 究

主題設定の理 由と児童の実態 について,

研究協議を行 い,目 指 す児童像 として,

次の5っ の児童像を設定 した。

目指す児童像

・音楽が大好 きな子

・自分な りの感 じ方を大切 にす る子

・よ りよい表現 を求 めて工夫す る子

・自信 を もって表現す る子

・学 び合 い,高 め合 う子

なお,進 んで音楽活 動をす るために

は,そ の基盤 と して,音 楽 を構成す る

要素や,音 楽の仕組み に対す る基本的

な理解 と表現 の技能が必要であ ること

を確認 した。 その指導が学ぶ力の育成

の条件の一つであ り,児 童が楽 しみな

が らそれ らを身 に付け る指導 の工夫が

必要であ ることも共通理解 した。

わ たしね ・ち1齢 ㌍ な べ 嶋 う1よれ

あ・んo、?〈な ん たよ。

せ んせ、'わた し1塊

警讐梅
D
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3研 究仮説

特 に・低学年で顕著 に見 られ る,「 音楽が好 き」 という児童の素朴 な感性を,継 続 的に引

き出す ために・ どのよ うな指導 の工夫をすればよいのだろ うか。児童 は音楽を どのよ うに感

じ取 り,味 わいを深 あてい くのだ ろうか。

「ぼ くは」 「私 は」 とい う一人称で音楽 と出会 うよ うにすれば,児 童は音楽 に対 して 自分

な りの感 じ方,味 わい方 を深あてい くことがで きるであろ う。そのたあには,児 童か ら 「も

っと音楽 とかかわ りたい。」 「もっと上手 にな りたい。 」とい う,進 んで音楽活動を しよ う

とす る思いや願 いを引 き出すたあに,教 師 は指導の工夫を しなけれ ばな らない。児童 の内発

的な意欲 こそが,生 涯 にわた って 自 ら音楽を学 ぼ うとす る,生 きる力の育成 の重 要な基盤 に

な ると考え る。そ こで,次 の よ うな研究仮説 を設定 し,研 究 を進 あて い くことに した。

研究仮説

音楽 との出会 いを工夫す ることによ って,児 童の音楽 に対す る感 じ方 を深 あることがで

きるだ ろう。 また,よ りよい表現を しよ うとす る自己表現や 自己実現 の意欲 を もつ ことが

で きるよ うにす る とともに,学 び合 い,高 め合 う人 間関係をっ くることがで きるようにす

れば,児 童 は進んで音楽活動に取 り組む ようにな るだろ う。

W

,
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5.研 究の全体構想 図

研 究 主 題

自分の感 じ方 を生か し,進 んで音 楽活動 をす る児童を育てる指導 の工夫

y

目 指 す 児 童 像 ・新 しい学力観 音楽科の目標

・心豊か な人間の育成 ・音楽が大好 きな子 表現及び鑑賞の活動

・基 礎 ・基 本 の 重 視 と個 性 ・自分 なりの感 じ方 を大切 にす る子 を通 して,音 楽性の基

を生かす教育の推進 → ・よ りよい表現を求 めて工夫す る子
E一 礎 を培 うとと もに,音

・自己教育力の育成 ・自信 を もって 表現 す る子 楽を愛好する心情と音

・文化 ・伝統の尊 重 と国際 ・学 び合 い ,高 め合 う子 楽に対する感性を育て

理解の推進 豊 かな情操を養 う。

T

研 究 仮 説

音楽 との 出会いを工夫す ることによ って,児 童の音楽 に対す る感 じ方を深 め ることがで きる

だろ う。 また,よ りよい表現 を しよ うとす る自己表現 や自己実現の意欲を もっ ことがで きるよ

うにす るとと もに,学 び合い,高 め合 う人間関係をつ くる ことがで きるようにすれ ば,児 童 は

進んで音楽活動 に取 り組むよ うになるだ ろ う。'

〈研 究 仮 説 を 検 証 す るた あ の5っ の視 点 〉

(1)音楽 との 出会 い

(2)音楽 を味 わ い 自分 な りに 感 じる。

(3)よ りよ い表 現 を しよ う とす る。

(4)自信 を も って 表 現 す る。

(5)学 び合 い,高 あ 合 う。

〈研究の方法 〉

・授業研究

・児童の実態調査 と分析

・文献研究

・資料収集

T

児 童 の 実 態

・音 楽 の 授 業 は好 きで あ るが ,活 動 が 受 け身 にな りが ちで あ る。

・自分 の 感 じ方 に 自信 を もち に くいが ,少 人 数 の 活動 で は,自 分 の 思 いや 願 い を 出 す こ とが で

きる。 ・

・教 材 に よ って は ,じ っ くり と取 り組 む こ とが 苦 手 で あ る。

・友 達 の 前 で 表 現 す る こ とを ,恥 ず か しい と感 じる傾 向が あ る。

・友 達 の よ さ に気 付 くこ とがで き,自 分 も認 め られ た い と願 って い る。
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II研 究 の 内 容

1児 童 の実態 の分析

研究 を進 め るにあたって,さ らに児童の実態を 目指 す児童像 と照 らし合わせ,評 価で きる

面 と課題 とな る面 を次の よ うに分析 した。

評 価 で

a楽 が 大

・音 楽 が 好 きで 喜 ん で 取 り組 む。

・気 に入 った 曲 は何 度 で も演 奏 した が る。

・新 しい 曲 を知 る こ と は楽 しい。

・遊 び歌 ,リ ズ ム遊 び,ゲ ー ム的 要 素 で活

動 が活 発 に な る。

好 き な 子

・楽 し く表 現 す る こ と と遊 びの 区別 が 難 しい

こ とが あ る。

・自分 の好 きな こ とだ け して い る。

・指 示 を 待 っ こ とが 多 く,活 動 が 受 け 身 に な

りが ちで あ る。

自分な りの感 じ方 を大切 にす る子

・低学年で は身体表現 などを通 して 自分の

感 じ方を伸び伸 び と表現で きる。

・少人数の グループ活動 では,少 しずっそ

れぞれの思いや顯 いを出せ るようにな っ

て きた。

・自分 な りの 感 じ方 を して いて も,そ れ に 自

信 が もて な い。

・人 と違 う こ とを恐 れ る。

・教 師 に言 わ れ る と表 現 活 動 をす るが ,自 分

か ら 「こ う表現 した い 」 と い う姿 勢 に 欠 け

る。

よ りよい表現 を求めて工夫す る子

・好 きな曲は リズムの工夫な ど意欲的で あ ・じっ くりと取 り組む ことは苦手であ る。

る。

・グル ー プ の ア ンサ ンブル で 工 夫 す る。

・つ くって 表現 す る活 動 は好 きで ,選 ん だ

り工 夫 した りす る活 動 に積 極 的 で あ る。

・や さ しい重 唱 ,カ ノ ンはよ く聴 き合 う。

・自分の感 じた ことを表現 に生かす方法が分

か らない。

自 信 も も っ て 表 現 す る 子

●日直が指揮 や伴奏をす るな ど・ 鞘 活動!

として定着 して いる活動には 自信 を もてi

る。

・教 師や 友達の応援,励 ま しによ って自分

の表現 に自信を もて る。1

・人 前 で表 現 す る ことが 恥 ず か しい
。

・独 唱 ,独 奏 す る ことが 恥 ず か しい。

・他 人 の 目を非 常 に気 にす る。

・目立 っ楽 器 を選 ぼ う と しな い 。

・学 年が 上 が る にっ れ て 自信 を もて な くな る。
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学 び 合 い,

・友達 とかか わ りを も って
,学 習 す る こ と

は好 きで あ る。

・友 達 や 先 生 に認 め られ た い
。

・友 達 の 表 現 の よ さ に気 付 くこ とので き る

児 童 が 増 え て きた 。

・友 達 の よい演 奏 を聴 い て 自分 で もまね し

た り取 り入 れ よ う とす る。

高 め 合 う 争

・友 達 とか か わ る こ とが 苦 手 な 児 童 が い る
。

・か か わ り合 う友達 が 少 な い児 童 が い る
。

・自分 の 力 を発 揮 せ ず ,友 達 まか せ に して し

まい が ち で あ る。

・グル ー プ活 動 で リー ダ ーに頼 りが ち に な っ

て しま う。

2研 究の進 め方

研究主題 か ら目指す児童像を導 き出 し,研 究仮説を立て るとい う手順で研究 を進めて きた

が,以 後,授 業研究を通 して研究仮説 を検証 して い くために,音 楽の学習活動を次の5つ の

視点 で とらえ る試みを した。

視点1

視点2

視点3

視点4

視点5

音楽 との出会 い

音楽 を味わい 自分 な りに感 じる。

よ りよい表現 を しよ うとす る。

自信 を もって表現す る。

学 び合 い,高 め合 う。

児童の実態 を考 え合わせ なが ら,そ れぞれの視点で とらえた学習活動 の場面での課題の解

決を図 るための指導の工夫 を目指す こととす る。 その際,そ れぞれの場面での 目指す児童像

と考え られ る児童の具体的 な気持 ちや行動を,児 童の立場 に立 って,児 童の言葉で想定 し,

授業を分析 し,指 導の 目標 と して いきたい と考え る。 なぜな らば,そ の よ うな児童の気持 ち

こそが 「進んで音楽活動をす る」 とい う行動 を起 こさせ る能力 その もの に他 な らない と考え

るか らで ある。 ただ し,こ れ らの5っ の場面 は独立 した もので はな く,互 い に関連 し合 いな

が ら他の場面 を導 き出 して い くと考 え られ る。 目指す児童像,指 導の工夫,指 導例を表 にま

とめ,次 の7題 材を実践 例 にっいて,視 点1～5に 焦点化 して実践 した。

実践例 視点1

視点1

視点2

視点3

視点3

視点4

視点5

「日本 の音 楽 に親 し も う」

「音 の重 な りを 感 じて,楽 しく合 唱 しよ う」

「響 きを 味 わ いな が ら合 唱 しよ う」

「星 座 の 音 楽 を っ くろ う」

「ひ びけ歌 声,と び だせ 心!J

「3拍 子 の リズ ム にの って 」

「変奏 曲 に ち ょ うせ ん 」

第3学 年

第5学 年

第4学 年

第5学 年

第6学 年

第1学 年

第5学 年

7



35つ の視 点か ら見 た目指す児童像 と指導の工夫

主題

自

分

の

感

じ

方

を

生

か

し

,

進

ん

で

音

楽

活

動

す

る

児

童

を

育

て

る

指

導

の

工

夫

視 点

ω

音

楽

と

の

出

会

い

(2)

にい音

感 自楽

じ分 を

るな味

りわ

(3)

と現 よ

す を り

る しよ

よ い

う表

(4)

自

表 も信

現 つを

すて

る

高

め

合

う

㈲

学

び

合

い

目 指 す 児 童 像,児 童 の 言 葉,気 持 ち

"

あ

4

レ

よ

く

'

倉

軸
一
"

り

、
・
た

や

留

鰍
フ1レ トう・"

あ も しろい

こ十し'よら

1剥くも で さそ う

「もo
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目指 す児童像のせ まるた めの指導 の工夫 指 導 例

・児童の側 に立 った魅力あ る教材選択をす る。 ・和太鼓 など 日本の楽器を身近 に見 た り

・音楽的先行経験を生か した教材提示をす る。 触れた りす る機会をっ くる。実践例1

・複数の教材 による柔軟 な題材 を構成す る。 ・わ らべ うた遊 び をす る。 実 践 例2

・関連教材,視 聴覚教材の開発をする。 ・導 入 に 映画 「サ ウ ン ドオ ブ ミュー ジ ッ

・身体表現や音楽 ゲームを取 り入れ る。 ク」 を ビデ オ鑑 賞 す る。

・一 人 一 人 の 感 じ方 を 認 め る。 ・ 「友 だ ち は い い な 」 カ ー ドで 気持 ち の

・感 じた ことを言葉だけでな く体 の動 きなどで 掘 り起 こしをす る。 実践例3

自分 な りに表現す る。 ・波 の様 子 を身 体 表 現 し 「海 」 を歌 う。

・表現 と鑑賞の関連を図 る。 ・校庭や屋上で風 を体感 して 「春の風 」

・音楽的要素 を感 じ取 って表現 に生 かす。 の イ メー ジを広 げ る。

・楽 曲 の イ メ ー ジを広 げ る工 夫 を す る。 ・絵本や物語 を読み聞かせをす る。

・学 習 カ ー ドの 工 夫 と活 用 を す る。 ・つ くって表 現 す る活 動 で サ ウ ン ドカ ー

学習のめあて,自 分の めあてを明確 にす る。 ドを活用 して表現の工夫の深 まりを見

自分の学習 の積 み重ねがわか る手立て 取 る。 実践例4

・児童の思いや願 いを受 け入れ,表 現の工 夫の ・YM(ヤ ル気 マ ンマ ン)カ ー ドで 自分

支 援,助 言 を す る。 のめあてを確 かめる。 実践例5

・技 能 習 得 の た あ の工 夫 を す る。 ・カ ー ドを提 示 し,意 見 交 換 を 図 る。

・発 表 の場 の設 定 をす る。 ・全校集会,学 年集会,校 内放送等で発

・自信を裏付ける個 に応 じた技能の指導 表 す る。

・段階的な無理 のない指導をす る。 ・色 別 の リズ ムカ ー ドを提 示 し,リ ズ ム

・その子な りのよ さを認 め合 える温かな雰囲気 楽器 を個 に応 じて選択す る。実践例6

・自信 を もた せ る共 感 的 な評 価 ,助 言 を す る。 ・曜 日,学 年を決めて休み時 間に音楽室

・練 習 時 間 ,ス ペ ー ス の確 保 をす る。 を 開放 す る。

・よい意見や見方感 じ方 を取 り上 げ,全 体 に返 ・OHPを 活用 して個人 の意見 を全体で

す 。 共 有 す る。

・グ ル ープ 活 動 等 ,自 分 た ち で学 習 を 進 め る工 ・グループで変奏曲づ くり 実践例7

夫 をす る。(学 習計 画 レパ ー トリー活 動) ・図 工 科 と連 携 し,楽 器 づ く りをす る。

・互 い に認 め 合 え る雰 囲気 づ く りを す る
。 ・自 由 に曲 を 選 び,教 え合 って リ コー ダ

・テ ィー ムテ ィー チ ン グに よ る学 習 活 動 一 の レ パ ー ト リ ー を 広 げ る 。

9



【実 践1】 音 楽 との 出 会 いの 工夫(視 点1)第3学 年

日本 の音 楽 は,我 が 国 の 音 楽 で あ る に もか か わ らず,西 洋 音 楽 に比 べ,古 めか しい,な ん と

な くお も しろ くな い とい った 感 が,児 童 の 心 の 中 にあ る。 しか し,和 太鼓 に対 して は,児 童 は

興 味 ・関心 を も って い る。 和 太鼓 の リズ ム と出会 う こ とが,日 本 の音 楽 の理 解 の 糸 口の 一 つ に

な る と考 え る。 ま た,鑑 賞 と表現 の 一体 化 と して,和 太 鼓 のCDを 聴 くこ とで,児 童 が 和 太鼓

に対 す るあ こが れ を もち,日 本音 楽 へ の学 習 意 欲 に っ なが る と考 え る。

1題 材 「日本 の 音 楽 に親 しも う」

2題 材 の 目標

(1)日 本 の楽 器 や 日本 の ふ しに あ こが れ を も って親 しむ 。

② 旋 律 が,"問 い"と"答 えnか らで きて い る こ とを知 り,そ れ を も とにふ しづ くりを す る。

(3)音 楽 をっ く り上 げ る中 で,友 達 の よ さを理 解 す る。'

3教 材

「う さ ぎ」 日本 古 謡

「か りか りわ たれ せ 」 わ らべ うた

和 太鼓 のCD

4指 導 の 実 際(4時 間)

次

第

次

(1)

第

時

(2)

学 習 活 動 ☆教 師のかかわ り

・ 「う さ ぎ」を 歌 い ,「 か りか りわ た れ 」 を

リコー ダ ーで 吹 くこ とに よ り,"問 い"と

"答 え"の 旋 律 で あ る こ とを感 じ取 る
。

☆"問 い"と"答 え"を 感 じ取 る よ う,2

つ の グル ー プ に分 け る。

・和 太 鼓 の 演 奏 のCDを 聴 く。

☆ あ こが れ を 高 め,意 欲 にっ な げ る。

・口伝 諦 に よ る太 鼓 の リズ ムを 机 で打 つ 。

・グル ー プ ご とに ,タ イ ヤ ・た る ・しめ太 鼓

和 太 鼓 を使 って,音 楽 室 の 内 外 の い ろ い ろ

な 場所 で,ロ 伝 諦 「サ ン トコ ドッコイ 」を

打つ0〈 」 ∫〕11)

☆ 児童 の 高 ま っ た気 持 ちを 大切 にす る。

・自分 の感 じ方 を生 か して"問 いnの ふ し(

児童の感 じ方 囹
・お 月 さ ま と うさ ぎが お 話 し して い る

よ うに歌 って い るん だ な 。

・お 話 し して い る の は ,

いす す きみ た い。

お月 さまと白

視 点(1) 音楽 との出会い

・す ご い な あ
。

・か っ こ い い な あ
。

・や っ て み た い け ど
,む ず か し そ う だ

な 。

・ こ れ な ら で き そ う だ
。

・た の し い な あ
。

・ も っ と や り た い な
。

視点(2)音 楽を味わい自分 な りに

感 じる
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◎

・友達 同士"問 い"の 部 分 ,"答 え"の 部 分

の 役割 を決 めて 聴 き合 う。

☆ で きた 児童 の 作 品 を提 示 す る。

・4人 が つ く った作 品 の 順 番 を決 め ,8小 節

の 曲 に ま とめ,グ ル ープ ご とに発 表 す る。

☆ 児童 の 気 持 ちの 高 ま りを 大切 にす る た あ

に,和 太 鼓,締 太 鼓 を 入 れ て演 奏 す る。

・他 の グ ル ー プの よ い と ころ に 気付 く
。

・これ で い いの か な
。

・む ず か しい な あ
。

よ りよい表現を しよ うと

す る

"問 い"と"答 え"に な
って い る。

・いい 感 じだ な。

・○ の 中 に音 を二 っ いれ て もい いん だ

な。

・太鼓 を入れて演奏 したいな。

視 点(1)

視 点(4>

視 点(5)

音楽 との出会い

自信を もって表現 す る

学び合い,高 め合 い

5考 察

「うさ ぎ」 を歌 い,「 か りか りわ た れ 」 を リコ ー ダー で演 奏 した こと に よ り,児 童 た ち に は

"問 い"と"答 え"の ふ しで
,で きて い る ことが 確 認 で きた。

和 太 鼓 の 演 奏 のCDを 聴 いた 時 に,児 童 の 目が 輝 き,体 を くね らせ,楽 しそ うに した動 作 は,

児童 の心 を 「ハ ッ!」 と させ,ゆ さぶ りか けた 結 果 で あ り,ま さ に私 た ち が 研 究 して き た視 点

(1)r音 楽 との 出会 い」 に ほか な らな い と考 え る。

ま た,視 点 ② の 「自分 な りに 感 じる 」 ことの 証 しと して 「こん な に難 しいの で きな い。 」 と

い う言 葉 が,自 然 に発 せ られ た と考 え る。 教 師 の 支援 と して,「 だ い じょ うぶ,基 本 的 な リズ

ム の練 習 か ら始 あ るか ら。 」 と声 か け を し,「 サ ン トコ ドッ コイ(」 ∫〕」 」)の 基 本 的 な練

習 に入 ると,ど の児童 も生 き生 きと活動 して いた。研究主題の 「進んで音 楽活動す る児童を育

てる指導の工夫」のひ とつであ ったと考え る。

〈児童の作品 〉

〈児童の感想 〉

と ℃・した の しい の"て しη り つ"L、 ・.夢

、

一 み ん賀 の亙 あ ナ)竺 て 、.しつ1脚.も.塔 恕 兎 土≧,t_
・'グF' ,嘘 渤 ユ ・,、,い ㌧

璽 澄 璽 わt戦 て齢 い
∫ 弼 窃た い 二が 噛"へ(功、,九で9

.q番 ・'く``t・ 亀'

ち'5・F

,tごo
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【実践2】 音 楽 との 出 会 い の工 夫(視 点1)第5学 年

「この 歌 楽 しそ う,歌 って み た い。 」 と感 じる合 唱 との 出会 いの 場 の 工 夫 を して み た。 ア カ

ペ ラの合 唱 を 取 り入 れ,互 い に聴 き合 う こ とで,同 じ音 が 重 な る所,3度 の音 の 重 な り,リ ズ

ム の変 化,ソ プ ラ ノ とア ル トの か らみ 合 い,歌 詞 の お も しろ さか ら音 楽 を 感 じる こ とをね らっ

た。 範 唱 を聴 い て歌 え た こ とを 楽 譜 で 確認 し,「 歌 え そ う,で きそ う。 」 と 自信 を もて る よ う

考 え て み た。 互 い に聴 き合 って 心 地 よ く歌 い,子 供 た ちが合 唱 を工 夫 し,楽 しく音 楽 活 動 が で

きる よ う に考 え た。

1題 材 「音 の重 な りを 感 じて,楽 し く合 唱 しよ う」

2題 材 の 目標

(1)拍 の流 れ を感 じて 表 現 す る。

② 互 いに聴 き合 い,音 の 重 な りを感 じて 表 現 の工 夫 をす る。

3

4

教 材

「口ぶ え ふ いて 」

「ま しろ い ゆ り」

「五 月 の 太 陽 」

指 導 の実 際

久野 静夫作詞

茂手木節子作詞

羽仁 協子作詞

ドイ ツ民 謡

コ ダー イ ・ゾ ル タ ー ン作 曲

ウ ァ シ ュ ・ラ ヨ シュ作 曲

次 ね ら い 学 習 活 動

第 ・曲 の特 徴 に気 付 く。(視 点1) ・範 唱 か ら,同 じふ し,違 うふ しを 聴 き取 る。

一 ・ふ しの 変 化 ・リズ ム の変 化 を感 じて 歌 う。

次 ・音 の重 な りを 感 じ,き れ い な響 き ・互 い に聴 き合 い ,音 の重 な りを 感 じ取 って合

1 を 味 わ う。(視 点2) 唱 す る。

2 「口ぶ え ふ いて 」 「ま しろ いゆ り」

第 ・感 じた こ とを 生 か し,合 唱 の 工 夫 ・ 「ま しろ い ゆ り」 を二 重 唱 す る
。

二 をす る。(視 点3・5) ・r二 重 唱 した後 ,気 持 ちが よ か ったd

次 ・互 い に聴 き合 って歌 う。 ・ 「五 月 の 太 陽 」の ソ プ ラ ノを歌 う
。

i

i・ ふ しの特 徴 を感 じ取 り,合 唱す ・アル トの特 徴 に気 付 き ,そ の お も しろ さ を

3
i る 楽 し さ を 味 わ う

。(視 点1)i 感 じて,楽 しく合 唱 す る。

4

買J

aU

・グル ー プ で発 表 し,音 の 重 な り,

各 パ ー トの ふ しの か らみ 合 うお も

しろ さを 感 じ合 う。(視 点4)

・ソプ ラ ノ ・ア ル トが 交 互 に出 て く る楽 しさを

感 じて合 唱す る。

第5時 の指 導

(1)本 時 の ね らい

アル トの ふ しのお も しろ さに気 付 き,楽 し く合 唱 す る。

(2)本 時 の展 開

一12一



・わ らべ う た遊 び を す る。

「五 月 の 太 陽 」 の ソプ ラ ノを歌 う。 ア ル ト

を 聴 き,気 付 い た こ とを発 表 す る。

r同 じ音 が繰 り返 し ドソラ シ と聴 こえ る。

動物 の 鳴 き声 が聴 こえ る。 』

・ア ル トの ふ しを歌 う。

・楽譜 で確 か め ,階 名 唱 をす る。

・歌 詞 の楽 しさを 感 じなが ら
,児 童 と教 師 で

合 唱 す る。

・音 の 重 な りを 感 じて ,児 童 だ け で合 唱す る。

・楽 し く歌 う雰 囲気 をっ くる
。

・教 師 が ア ル トを歌 い
,そ の 特 徴(四 つ の

音 の繰 り返 しで で きて いて,リ ズ ム だ け

が違 う こ と)に 気 付 くよ うに す る。

・音 や リズ ムの 特 徴 を 楽譜 で確 認 す る。

・教 師 が 片 方 の パ ー トを歌 って ,音 の 重 な

りを 感 じるよ うにす る。

◇ 音 の 重 な りを 感 じて,楽 し く合 唱 しよ う

と して い る。

5考 察

本 時 で は,範 唱 か らア ル トの特 徴 を聴 き取 り,そ の特 徴 を楽 譜 で 確 認 し,合 唱 に導 入 す る こ

との 工 夫 を した 。 ドソ ラ シの音 の 繰 り返 しで で きて い る こと,リ ズ ムだ け が違 う こ とを聴 き取

り歌 う こ とが で きた。 それ を楽 譜 で 確 認 し,rこ れ な ら歌 え そ う。 』 と感 じが っか め,自 然 な

流 れ で 合 唱 に導 入 で きた。 その 結 果,次 の よ うな 感想 を もっ た。

「五 月 の太 陽 」 を始 めて 歌 った の に きれ い だ った。 とて も楽 し く歌 え ま した。

ア ル トの ドソラ シの とこ ろが お も しろ か った。 特 に ブ ンブ ンブ ンブ ン,ケ ロケ ロ ケ ロ ケ ロ

この児童の気持 ちが次時の活 動 にも生 きて きて,グ ループの話合 いや,聴 き合 い,合 唱す る

活動 の中で互 いに教え合 った り,き れいな合唱 にす るための工 夫が み られ,児 童の力で グルー

プの合唱が進 め られ た。

音 を聴 き取 ってその感 じをっかみ,表 現で きるようにな って きた。 これか ら更に歌詞の内容

を大切 に した歌い方を工夫 した り,和 声 ・フ レーズな ど,楽 曲を特徴付 けて いる要素を十分感

じ取 って曲想表現 を工夫 し,気 持 ちを込めて歌 うことを 目指 したい。

《グル ープ活動の子供 の声》

ソプ ラ ノ と アル トの

バ ラ ンスが よ くな る

よ う に声 部 を と りか

え て み た。 そ した ら

う ま くい った。
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【実践3】 音 楽を味わ い自分な りに感 じる指導 の工夫(視 点2)第4学 年

本実践 は,児 童の心情 によ り近 い教材選択 を し,楽 曲に対す る気持 ちを分析的 に もとらえ る

ことで,歌 唱表現に生 かす よ うに意図 した。

教材r友 だ ちはいいな』は,ゆ ったりと した雰 囲気を もつ曲で,終 わ りのふ しの6度 の音程

は,ロ ング トーンで歌 うことで十分 に響 きを味わ うことがで きる。また,旋 律の 自然な抑揚を

感 じる ことで,気 持 ちの高ま りを率直 に歌い上 げる ことがで きる。詩 も分か りやすい言葉で書

かれてお り,4年 生の初 めで友達 との新 しいかかわ りの楽 しさの中にいる児童の心情 によ く合

っていると思われ る。また,実 際に友達 とペアをっ くって リコーダーの練習 を した り,他 教科

でのグル ープ活動の様子 を思い出す など して,こ の曲を歌 って いる時の 自分 の心の動 きを簡単

に文章で表現 し,曲 の もつ雰囲気 をっかみ,よ り生 き生 き とした表現がで きるよ うに工夫 した。

1題 材 「響 きを味わいなが ら合唱 しよ う」

2題 材の 目標

(1)歌 詞 を味わ い,気 持 ちを込 めて歌 えるよ うにす る。

(2)二 部合唱 の響 きを聴 き合いなが ら,伸 び伸び と歌え るよ うにす る。

(3)教 師や友達 の声を聴 き,進 んでよ りよい歌声を求あて活動 しよ うとす る。

3教 材

「友だちはいいな」 繁下 和 雄作詞 ・小山 章三作 曲

「とんび」 葛原 しげ る作詞 ・梁 田 貞作 曲

4指 導の実 際(5時 間)

次 ね らい ○主 な学習活動 ・子供 の感 じ方 ☆指導の工夫

第 曲の雰囲 ○ 「友だ ちはいいな」の範唱CDを ☆ 目をっぶ って聴 くことで 自分

一 気をっか 目をつ ぶ って 聴 く。 の気持 ち と向 き合い,友 達 とか

次 み,詞 の ・一 緒 に楽 し く遊 ん で い る時や けん かわる ことの楽 しさに気付 くよ

内容を理 か して仲直 り した時は友達 って い うにす る。

0 解 す る。 い な 。

〇 二部合唱す る。 ☆ 他教科の グループ学 習で友達

第 ・ 「終 わ りの ふ し」 の合 唱 が よ く合 とのかかわ りを書いた感想文 を

二部合唱 って 気 持 ち よ く歌 え る なあ 。 読 み 合 い,詞 を よ り深 く味 わ う

二 の響 きを ○ 「とん び 」 の リコー ダ ー練 習 を す よ うにす る。

味わいな る 。 ☆ リコ ー ダ ーの ペ ア練 習 を す る

次 が ら,合 ○ 合唱の仕上げをす る。 「友だち は こ とで,実 際 に友 達 とふ れ合 う

唱 す る。 い い な カー ド」 に気 持 ちを 書 く。 時間 をっ くる。

0 ・心 と心が通 じ合 うよ うな楽 しい気 ☆ 四 つ の ポ イ ン トに整 理 して 自

持 ちで 歌 い ま した。 分の気持 ちを言葉で表 してみ る。

1
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自信を も ○ 「友 だ ち は い い な」 を,少 人数 で ☆ 「友 だ ちは い い な カ ー ド」

って 歌 え 合 唱 す る。 (下 記参照)を 読 み合 い,気 持

第 るよ うに ちを 高 あ るよ うにす る。

す る 。 ○ 互 いの合唱 を聴 き合 い,自 分の考 ☆ 友達のよい ところを見つけ る

三 え を もつ 。 よ うに助 言す る。

・声 は 小 さ い け れ ど
,ハ ー モ ニ ー が ☆ 自分の考えを自由に言 い合え

次 よ く聴 こえ る。 る温かな雰囲気 になるように配

・ち ゃん と合 唱 にな って い る
。 慮 す る。

0

○ 学級での合唱の仕上げを し,レ パ ○ いっで もどこで も歌え るよう

一 ト リ ー に 加 え る
。 に す る 。

1

5考 察

教 師 は 日頃か ら児 童 の 感 じ方 を 児 童 の 言葉 で っ か む 努 力 を す る こ とが 大 切 で あ る。 そ こで,

本 実践 で は,以 下 の 四 点 の 指 導 の工 夫 に つ いて 検 証 した 。

一点 目は ,楽 曲 との 最 初 の 出会 い で は,楽 曲全 体 の 雰 囲 気 を と らえ る よ うに した 。特 に,教

師 の側 か ら ヒ ン トを与 え ず,範 唱CDを 目 をっ ぶ って 聴 くよ うに した。 その 結 果,児 童 は 日頃,

遊 ん で い る時 の こ と,友 達 との トラブ ル を乗 り越 え た 時 の こ とな ど を思 い 出 しな が ら歌 った。

二 点 目は,ソ プ ラ ノ,ア ル トの パ ー ト練 習 を して,あ る程 度 「終 わ りの ふ し」 の 合 唱が で き

た 時点 で,も っと深 く歌 詞 を 味 わ って歌 うよ うに した 。

三 点 目は,他 教 科 で の グル ープ活 動 を通 して 書 いた 感 想 文 を読 み合 った後,こ の楽 曲 に つ い

て どん な気 持 ちで 歌 いた い か,四 つ の ポ イ ン ト(下 記 参 照)で カ ー ドに書 くこ とで,児 童 の気

持 ちが 率 直 に表 れ る よ うに した 。観 点 を は っき りさせ て 書 くこ とで,自 分 の 気 持 ち を深 く表現

で き る よ うにな り,曲 の 山 や 盛 り上 が りな どを 意 識 して歌 う こ とが で き た。

四点 目 は,頭 の 中 で 考 え た り,文 章 に表 した りす るだ けで な く,リ コ ー ダー を二 人 の 児 童 に

よ って 練 習 す る こ とで,実 際 に 友達 とふ れ 合 う機 会 を っ くった。 自分 が まだ 吹 け な い と ころ を

教 え て も らった り,友 達 と合 わせ る喜 び を味 わ った りす る うち に,人 間 関 係 が 深 ま り,歌 詞 も

て いね い に歌 うよ うに な った。 今 まで,互 い に向 き合 って仲 の よ い友 達 の顔 を 見 っ あて 歌 う こ

とを,日 常の活動に取 り入 れて きた。友達

の合唱を聴 き合 って,自 分 の考えを発表 し

合 う場面では,温 かい雰囲気の 中で,互 い

のよい点 を言 うことがで きるよう配慮 した。

以上 の ことか ら,自 分の心を旋律にのせ

て歌 う経験の積み重ねによ って,児 童 は体

全体で 自分の気持 ちを表 現で きた もの と考

える。

太 蚤(ここ3'マ('る 日寺に 巳亨霞てCall暁rmし く 遊 人
ノ乙〔}る 哨

'ここ3
しここう蝿 し苑 砥 ろこぴ ・奴 訓 鵬 あ騒 ,とゆ高6号 のとこ3

③ 歌いに くいとこ ろが あ りますか.ま たそ れはと うしてr一と思 いますか.

あ9ミ直 んD
　 きよ うあな たはこのな を どんなゑ　 ちでない ましたか ロ

raし端3・ 老6鞠 銚 力、菰 不気け矯 気 拍5で したウk

鋤 醜 歌 い嵐し奴 か5th .にOゼ か 恋・訓tしC)気 持 ちに

畠喧 しr.
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【実践4】 よ りょ い表現 を しよ う とす る指 導 の 工夫(視 点3)第5学 年

本事 例 で は,星 座 に関 す る絵 や短 いお 話 か ら音 を想 像 し,構 成 を 考 え なが ら音 楽 をつ くって

表現 して い くこ とが 大切 で あ る。 そ こで,表 現 と して工 夫 して い く段 階 で は,児 童 にで き るだ

け 活動 を任 せ る こ とで,自 分 の感 じ方 を 生 か した表 現 に な る よ う に して い く。 その た めの 指 導

の 工夫 と して,音 を 想 像 しや す い星 座 の 絵 や 短 い お話 を教 材 開 発 して お く。 ま た,サ ウ ン ドカ

ー ドに よ って ,① 音 楽 づ く りの記 録,② 自分 の 感 じ方 や表 現 の 振 り返 り,③ 教 師 の 朱 書 き に よ

る コ ミュニ ケ ー シ ョ ン等 の指 導 の工 夫 を して い く。 さ らに,参 考 にな る音 楽 を音 楽 的 な 要 素 に

視 点 を 当て て 鑑 賞 す る こ とで,自 分 た ちの 表現 に生 かす よ うにす る。

本事 例 にお け る指 導 の工 夫 に っ いて の 検 証 は,サ ウ ン ドカ ー ドの 記録,行 動 観 察,事 後 の 感

想 等 に よ り,児 童 の 感 じ方 や 表現 の工 夫 の 深 ま りを,研 究 の 視 点 に照 ら し合 わせ て 解 釈 した。

1題 材 「星 座 の音 楽 を っ くろ う」

2題 材 の 目標

(1)グ ル ー プで 協 力 して,星 座 の絵 や 話 な どの イ メ ー ジか ら音 楽 を っ くる楽 し さを 味 わ う。

(2)様 々な音 の素 材 が もっ 音 色 の特 性 を生 か して,音 高 や リズ ム,音 の重 ね方,構 成 な ど に

気 を付 け,星 座 の イ メー ジを音 楽 で 表 現 す る。

3教 材

r冬 の 星座 と星 もの が た り』 よ り 「オ リオ ン座 」,「 お う し座 」,「 こい ぬ座 」,「 ふ た ご

座 」,「 プ レア デ ス座 団 」(星 座 の 資料),「 星 座 は い っ も」(歌 唱),「 ア ポ ロ ンの まわ り

で 」(鑑 賞),「 星 座 シ ンフ ォニ ー 」(鑑 賞),音 の 出 る道 具 や 楽 器

4指 導 の 実 際(8時 間)

〈第 一 次 〉 【ね らい】 星 座 にっ いて の イ メ ー ジを 広 げ,

(2時 間)で 決 め る よ うに す る。

「星座 の音楽」の構成を 自分 たち

○ 主 な学 習活動 と児童の感 じ方

○ 星座の絵 を見 た り短 いお話を読んだ りして,

自分がつ くりたい星座の音楽 についてイメー ジ

をっかむ。

○ イメー ジに合 うよ うな星座の音楽 について グ

ループで話 し合 い,構 成や分担を決 め る。

サ ウ ン ドカ ー ド

・のmdリ 才ン加 グルーy$aM .M
___

熾 轟纏 藁 し晒 伽峨 て
しま瀕 ヒ禰3し い鯉 脳 しZa-}たいで 死

老賎 駿 琴 やシンセづ轡 一の齪 糸助

轍 指蜘 賄 餓

☆ 指導の工夫

《発問の工夫》

星座 の世 界 で は,ど の よ うな音

が き こえ て き ます か 。

☆ 図形 楽 譜 等 を用 いて,

ジで き るよ うにす る。

音 を イ メ ー

☆ 「アポ ロ ンの まわ りで 」や,「 星

座 シ ンフ ォニ ー 」 を聴 き,音 楽 的 な

要 素 に気 付 くよ うにす る。(強 弱 ・

音 色 ・速 度 等)
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〈第 二 次 〉 【ね らい 】 グル ー プ ご とに,「 星 座 の音 楽 」の イ メー ジ に合 った音 の素 材 を選

(4時 間)び,音 楽 と して 構 成 して い く。

主 な 学 習活 動 と児 童 の 感 じ方

○ クル ー プ で 星座 の イ メ ー ジに合 う音 を 探 し,

表 現 を 工 夫 す る。

サ ウ ン ドカ ー ド

isの 〔ユ}〔 瑚 わ 産)グ ループ8p

灘 欝 影
:区 いい移`漁 州 輪 ・帥 ・グλ罷 絢 叔 レ～梶5づ 魏 ～α讐ノリ

☆ 表現を工 夫す る段階で は,で きる

だ け児童に活動 を任ぜ る。

必要 に応 じ,児 童が工夫 した音楽

を紹介 しなが ら,自 信を もっ ように

す る。

サ ウ ン ドカー ドには以下の観点で

朱書 きを し,児 童の課題意識を支 え

るようにす る。

①賞賛 ②共感 ③情報提供

〈第 三 次 〉 【ね らい】 グル ー プ ご との 「星座 の音 楽 」 を つ な げて 演 奏 し,学 級 の 「星座 音

(2時 間)楽 ス トー リー 」 を 完成 させ て い く。

主 な学 習 活 動 と児 童 の 感 じ方

○ 各 グル ー プ の音 楽 をっ な げて 演 奏 し,録 音 す1☆

る。

メ ッ セ ー ジ カ ー ド

Q・ ぬ 座.}・ ・一プ・ ・。・ρ・一

孟趨 卯i畿誕豊
塾鐡 辮鷺
州 奴 カ セ 迂レて.低 い 。 で磁 芦ネ ≧

みらわムマ'匹うぢく爵b湊8・

全体 の構成 を,各 グル ープの音楽

の特徴を とらえた上で考え るよ うに

す る。

☆ 以下の観点で鑑賞 し,メ ッセー ジ

カー ドに書 くようにす る。

①感 じに合 ってい る音 色の選択

②工夫 して いるところ

③音楽の変化 とまとま り

5考 察

本事例は指導の工夫 と して,① 音を想像 で きる教材の開発,② サウ ン ドカー ドの活用,③ 音

楽的な要素に視点 を当てた鑑賞,の3っ を意図 した。 音 の素材を探す児童

M子 は第1時 で の 発 問 の 工 夫 や 星座 の 資料 の 提 示 等 に よ って

前 項 の よ うな感 じ方 を サ ウ ン ドカ ー ドに書 い た。

ま た,第4時 の サ ウ ン ドカ ー ドに は,教 師 の 共 感 的 な朱 書 き

や 友達 との か か わ り によ って,さ らに表 現 を 工 夫 しよ う とす る

よ うに な って い った 。

表 現 に生 か す た め の鑑 賞で は,児 童 が つ くって い る作 品 と似

た よ うな作 品 を,音 楽 的 な要 素 に視 点 を 当 て て聴 くよ うにす る

こ とが 有 効 で あ った。
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【実 践5】 よ りよ い表 現 を しよ う とす る指 導 の工 夫(視 点3)第6学 年

ただ 何 とな く,教 師 の言 われ た とお りに声 を 出 す合 唱 で な く,一 人一 人 の 思 いや 感 じた こ と

を 出 し合 い,互 い の よ さを認 め合 い なが ら,表 現 の工 夫 が で き る こ とは,ど ん な にす ば ら しい

こ とで あ ろ う。

本事 例 で は,合 唱 の 指 導 にお け る一 人 一 人 の 思 い や願 い を表 現 と して 表 して い くた め,指 導

の 工夫 と して,YMカ ー ド(や る気 マ ンマ ンカ ー ド)を 活 用 し,よ りよ い表 現 とな る よ う音 楽

を っ くるよ うに した 。 特 に,一 人 一人 の感 じ方 を グル ー プで 生 か す た め に,YMカ ー ドに メモ

した 自分 の感 じ方 を 基 に,友 達 と話 し合 い,認 め合 え る助 言 を して い く。 さ らに,グ ル ープ の

感 じ方 や工 夫 を学 級 全 体 の 表 現 に 生 かせ る よ う,他 グル ー プ の工 夫 をOHP等 で わか りや す い

よ うに 紹 介 した り,比 較 しな が ら,様 々な表 現 で 試 み た り した。

1題 材 「ひ び け歌 声,と び 出 せ心!」

2題 材 の 目標

(1)曲 全 体 の 感 じを っ かん で,自 分 な りの 表現 を工 夫 す る。

(2)自 分 の 感 じた こ とを発 表 し,友 達 の 意 見 を 聞 き,よ り よ

い表 現 を しよ う とす る意 欲 や態 度 を 育 て る。

〔学 習 内容 〕

(1)曲 全 体 の 感 じを っ か ん で,自 分 な りの 表 現 を工 夫 す る。

(2)自 分 の 感 じた こ とを 発 表 した り,

3教 材

「少年 の 日は い ま」 しま な ぎさ作 詞 鈴 木 行 一 作 曲

4指 導 の実 際(6時 間)◇ 印:教 師 の 解 釈

楚

あ嬉
職

友達の意見を聞いて話 し合 った りす る。

次

第

次

第

次

ね ら い

曲 の 雰 囲気 をっ か

み,各 パ ー トの 旋

律 を 覚 えて 歌 う。

曲想を感 じて表現

の工夫がで きるよ

うにす る。

主 な 学 習 活 動

○ ソプ ラ ノ,ア ル トの パ ー トを

練 習 す る。

〇二部 合唱をす る。

○指導 の工夫

○ 自分 の 感 じた こ と,次 に頑 張

りたい こ とを書 き込 め るYM

カ ー ド① を 用 意 し,自 由 に記

入 で き る よ うに す る。

○ 曲 の イ メー ジをYMカ ー ド②10曲 の 変 化 や 盛 り上 が り,強 弱,

に書 き込 む。i速 さ な ど に 目を 向 け て,表 現
1

○ グル ー プ で話 し合 い,曲 の イ

メ ー ジをOHPシ ー トに書 き

込 み,発 表 す る。

の工夫がで きるよ うに助言す

る。

自分の思いを もとに,表 現の仕方を工夫 しよ う

・グル ー プで 話 し合 い ,盛 り上 が りを線 や文 字 で

書 き込 む。

◇ 「希 望 」 とい う歌 詞 か ら,ま た 旋 律 が上 向 きの とこ ろか ら,

り上 げ て 歌 お う と して い た。

○ 自分 のYMカ ー ド記 録 を も

とに グ ル ー プで 話 し合 う こ

とで,一 人 一 人 の 感 じ方 を

生 かす よ うにす る。

盛
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てラ い あ3、5b

5把 よ うか

・5班 のOHPシ ー トを 重 ね ,お 互 いの 共通 点 や

違 い に気 づ き,歌 った り聴 い た りす る。

○お互 いの工夫 した ことを誉

め合い,そ のよさを認 あ合

うよ う共感的に助言す る。

◇お互 いの発表 を感心 しなが ら頷 いて聞 く子,全 員で歌 い表現で

きた ときの満足 した表情が見 られる。

O曲 を 仕上 げ,録 音 す る。 *歌 い方 の違 い を感 じ,自 ら工

夫 した こ とに喜 び を感 じる。

5考 察

27名 中,15名 の 児 童 がYMカ ー ドに 「!」 を書 い た。YMカ ー ドは旋 律 の 音 高 や 音 楽 の

表 す 気分,歌 詞 か ら受 け るイ メ ー ジな ど を記 録 しや す く,「!」 も児 童 が工 夫 した感 じ方 の 記

録 とな った と考 え る。T男 は,「!」 の 部 分 が 曲 の 山 と感 じ,そ の 部 分 で は特 に 目 を輝 か せ,

気持 ち を込 めて 歌 お う と して い た。 ま た,S子 はYMカ ー ドに 「!」 を 幾 っ か書 き,歌 詞 か ら

感 じ取 った盛 り上 が りだ け で は な く,フ レーズ ご との 山 を感 じ取 って 歌 お う と して い た。

以 上 の こ とか ら,YMカ ー ドは 児童 の 感 じ方 を 表現 に生 か す 指 導 の工 夫 と して 効 果 が あ る と

考 え る。 さ らに,一 人 一 人 のYMカ ー ドをOHPで 提 示 し,感 じ方 の 似 て い る と こ ろや違 う と

ころ を視 覚 的 に見 合 う こ とは,互 いの 感 じ方 を学 び あ い,自 分 の 表現 に生 か そ うとす る意 識 が

児童 の 発 言 に表 れ た 。

なお,一 人 一人 の 感 じ方 の 違 い を合 唱 と して どの よ うに取 り入 れ,全 体 の 表 現 に して い くか

が,本 実 践 の課 題 で あ る。
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【実 践6】 自信 を も って 表 現 す る指 導 の工 夫(視 点4)第1学 年

音 楽 で表 現 す る素 晴 ら しさや 楽 しさを知 り,い つ ま で も音 楽 を身 近 に感 じな が ら成 長 して い

って ほ しい と考 え る。 その た め には,低 学 年 の ころ か ら 自然 に音 楽 に親 しみ,音 楽 の楽 しさを

味 わ う こ とがで き る よ うにす る必 要 が あ る。 学 校 にお い て は,1年 生 の 時 に しか で きな い こ と

を,そ して1年 生 だか らこそ 身 に付 け られ る ことを,授 業 の 中で 培 って い くこ とで音 楽 の 楽 し

さを 体 験 で き るよ うにす る必 要 が あ る。

本 事 例 で は,身 体 表 現 や リズ ム伴 奏づ く りを 通 して,自 信 を も って 表 現 しよ う とす る 児 童 を

育 て る工 夫 に っ いて 実 践 した 。

1題 材 「3拍 子 の リズ ム にの って 」

2題 材 の 目標

(1)3拍 子 の リズ ム に の って,リ ズ ム打 ち や身 体 表 現 を す る。

(2)歌 った り,リ ズ ム打 ち を した り,表 現 を しなが ら音 楽 を 楽 しむ よ うにす る。

(3)友 達 の 表 現 の よ さ を感 じ取 り,一 緒 に楽 しむ よ うにす る。

〔学 習 内容 〕

(1)正 確 な3拍 子 の リズ ム打 ち に慣 れ,拍 の流 れ に の って リズ ム 伴 奏 をす る。

(2)楽 器 を 自分 た ちの イ メ ー ジに合 うよ う に選 び,リ ズ ムづ くりを す る。

(3)歌 詞 や リズ ム に合 わ せ て 身体 表 現 した り,友 達 の表 現 を 模 倣 した りす る。

3教 材

「とん くる りん ぱ ん くる りん 」 滝 紀 子 作 詞/川 崎 祥悦 作 曲

4指 導 の実 際(本 時4/5)

○既習曲を歌 う。

ぱん くる りん 」 を 身体 表 現 しな が ら歌 う。

※音 楽 を 味 わ い,自 分 な りに感 じる。

(視 点2)

◇ 自分 な りの 身体 表 現 を しよ うと して い る。

○友 だちの表現 を見 なが ら,歌 を歌 う。

<あ,あ の お ど りが お も しろ

い な。 い い な 。 〉

〈ぼ くだ って,う ま くで き る

よ。 〉

※ よ りよ い表 現 を しよ う。(視 点3)

※ 自信 を もって 表現 しよ う。(視 点4)

※学 び合 い,高 あ 合 う。(視 点5)

d「 い い な と思 うお ど りを ま ね して ご らん 。 」

◇ 友 だ ちの 身 体 表 現 の よ い と ころ を見 つ け,自 分

の表 現 に取 り入 れ よ う と して い る。

○歌 を歌 い なが ら,手 で リズ ム打 ちを す る。

d好 きな リズ ム打 ちを す る。
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02人 で 楽 器 を使 って,リ ズ ム伴 奏 を す る。 他 の 児 量 は,手 で リズ ムを と った り,歌 った

りす る。

く うま く,で き るか な 〉

〈上 手 だ な 〉

〈ぼ く もで き るか な 〉

リズ ムパ タ ー ン(提 示)

0

[=OQ[・ ・コ

[㊧ ⑤ ・○Ol

[亟 正.亘

※ 自信 を もって 表 現 しよ う。(視 点4)

※学 び合 い,高 め 合 う。(視 点5)

Oグ ル ー プで,好 き な楽 器,好 きな リズ ム を選 ん で,

〈○○楽器がや りたい 〉

〈みんなで合 わせ よ う〉

〈うま く合 うかな 〉

d3拍 子 にの って,リ ズ ム打 ち を して い るか,感

じ取 る よ うにす る。

◇3拍 子 を感 じ取 って聴 い た り,表 現 しよ う と し

て い る。

◇ 友 達 の リズ ム伴 奏 の よ い と ころを 見 付 け て い る。

リズ ム 伴 奏 を工 夫 す る。

dグ ル ー プで 相 談 して,楽 器 や リズ ムを選 び 分担

で き る よ うにす る。

d歌 を歌 い なが ら練 習 で きる よ うにす る。

※ 自分 な りに感 じる。(視 点2)

※ よ りよ い表 現 を しよ う とす る。(視 点4)

◇ 友達 と一緒 に,楽 し く活動 して い る。

○ 各 グル ー プ の リズ ム伴 奏 に合 わ せ て 歌 を 歌 う。

d「 友達 の リズ ムを よ く見 た り,

ね。 」

〈友 だ ち と頑 張 って合 わせ よ

つ 〉

〈 ドキ ドキ しち ゃ うな 〉

○今 日の学 習 の ま とあ を す る。

}
※ よ りよ い表 現 を しよ うとす る。(視 点4)

◇ 拍 の 流 れ にの って,正 確 な3拍 子 の リズ ム打 ち

を しよ う と して い る。

5考 察

本実 践 の 中で,身 体 表 現 や リズ ム打 ち,リ ズ ム伴 奏 な ど,一 年 生 な りに 自信 を もって 表 現 し

て い た よ うで あ る。 それ は まず,教 材 が 児童 に と って の りや す く楽 しい 曲で あ った ことで あ る。

ま た,リ ズ ムパ タ ー ンや 楽 器 な ど好 きな もの を児 童 自身 が選 ぶ 場 面 が あ った こ と も活 動 欲 求 を

満 た した と考 え られ る。 リズ ムパ ター ンを カ ー ドで 提 示 した こ と も,児 童 に安 心 感 を もた せ,

自信 を も った表 現 にっ なが った と言 え よ う。 学 級 担 任 との 連 携 も密 に し,特 に グル ープ づ くり

で は,担 任 と相 談 す る こと に よ って,よ り活 動 しや す い グル ープ を っ くる こ とが で き,グ ル ー

プ 活 動 で の成 就 感 もあ ったの で はな い か と考 え る。
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【実 践7】 学 び 合 い,高 め合 う指 導 の工 夫(視 点5)第5学 年

表現 活 動 を す る と き,指 導 者 に頼 る ことだ けで な く,自 分 の 力 で 課 題 を見 付 けて 表 現 す る こ

とが で きた ら,児 童 に は大 きな 自信 がつ くだ ろ う。 そ の よ うな活 動 の 積 み重 ね に よ り,児 童 は

進 ん で音 楽 活 動 を す る よ う にな る と考 え る。

本 事 例 で は表 現 と鑑 賞 の 一 体 化 を 図 り,自 分 の 表現 に生 かす ことを 意 図 した。 そ こで,指 導

の 工 夫 と して,変 奏 曲 を 構成 す る音 楽 的要 素(リ ズ ム,拍 子,調,旋 律 の 変化,楽 器 の 音 色 の

変 化)を 鑑 賞 で 感 じ取 り,実 際 の 変 奏 曲づ く りに生 か せ るよ うに した。 また,変 奏 す る元 の 旋

律 は,低 学 年 か ら親 しみ の あ る5つ の旋 律 か ら選 び,グ ル ー プで 変 奏 曲 を っ くるよ うに した。

1題 材 「変 奏 曲 に ち ょ うせ ん 」

2題 材 の 目標

(1)旋 律 や リズ ム,速 さ,楽 器 の音 色 の 変 化 な どを 感 じ取 り,芸 術 作 品 と して親 しま れて い

る変 奏 曲 の楽 しさや 美 しさを 味 わ って 聴 く。

(2)変 奏 曲 が音 楽 的 な要 素 の 変 化 や 音楽 と して の 調 和 が 大 切 で あ る こ とを 感 得 し,自 分 た ち

の 変 奏 曲 を 友 達 と協 力 して っ く り上 げ る。

③ 自分 た ちの 変 奏 曲 を練 り上 げ なが ら,納 得 す る まで 自分 た ち の 表現 に して い く。

(4)そ れ ぞ れ の グル ー プ の変 奏 曲 を聴 き合 い,そ の よ さ を感 じ取 る。

〔学 習 内容 〕

(1)様 子 を 想 像 しな が ら,歌 曲 「ます 」 を 聴 い た り歌 った りす る。

(2)主 題 の 変 化 を 感 じ取 りな が ら,ピ ア ノ五 重 奏 曲 「ます 」 第4楽 章 を聴 く。

(3)5曲 の 簡 単 な旋 律 か ら 自分 が 好 きな 曲 を選 び,同 じ曲を 選 ん だ グル ー プで 変 奏 曲 を 分 担

して つ く り,発 表 す る。

3教 材 歌 曲 「ます 」,ピ ア ノ五 重 奏 曲 「ます 」第4楽 章(シ ュ ーベ ル ト作 曲)

親 しみ の あ る旋 律 「か っ こ う」 「ぶ んぶ ん ぶ ん 」 「さ よな ら」 「ち ょ うち ょ う」

「メ リー さん の ひ つ じ」

4指 導 の実 際(8時 間)

次 ね らい ○主な学 習活動 ・子供の感 じ方 ☆指導の工夫

変奏曲の ○ 歌 曲 「ま す 」 を聴 い た り歌 った りす る。 ☆テ レビCMの 録画 を見て,

第 音楽的要 ・テ レ ビCMで 聴 い た ことが あ るよ。 親 しみ を 感 じるよ うにす る。

一 素を感 じ ・こ うい う歌 だ ったん だ。 い い歌 だ な 。 ☆第4節 までの歌詞 の内容を

次 取 る 。 理 解 して 歌 え るよ うに す る。

( ○ ピア ノ五 重 奏 曲 「ます 」 第4楽 章 を聴 く。 ☆歌曲の第1節 の旋律が主題

二 ・きれ い な音 楽 だ ね。 に な って い る こ とを理 解 し,

時 ・いろんな楽器 に主題が受 け継がれ るね。 聴 くよ う にす る。

間 ・リズ ムや速 さが 変 わ って い くよ。 ☆興味深 く聴け るよ うに,読

.. ・途 中で 全 然 違 う音 楽 に な っ たね 。 み物資料を使い,鑑 賞する。

第 主題を選 ○変奏曲がで きる音楽 的要素を確かあ,一 ☆児童が無理な く取 り組 める

二 び変奏曲 人 一 曲 変 奏 を っ くり,グ ル ー プで 確 か め 合 親 しみの ある旋律を用意 し,

次 を っ く る 。 う 。 選 曲で き る よ うに す る。
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(

五

時

間
)

「ます」

で感 じ取

った変奏

曲の音楽

的要素を

自分の変

奏 に生か

す。

・リズ ムを 変 え る とお も しろ い よ
。'

・拍 子 を 変 え て もお も しろ い よ
。

・わ た しは旋 律 に飾 りをっ け た よ
。

・ 「ミ」 の音 に フ ラ ッ トをつ けた ら感 じが

変 わ った ね。

・い ろい ろ な変 奏 がで き たね
。 す ごい。

・00さ ん の変 奏 い いね 。

○ グル ー プ で変 奏 の順 番 や 演 奏 す る楽 器 を

考 え た り しなが ら,変 奏 曲 を っ くり上 げ る。

・順 番 は ど う しよ う。 簡 単 な 変 奏 か らだ ん

だ ん 複雑 な変 奏 に して い くと盛 り上 が るね 。

・楽器 を変 え る と違 った 感 じに な るね
。

・グル ー プ み ん な の 変 奏 を 全 部 演 奏 す る

と,す て きな変 奏 曲 にな るね。

○ 演 奏 の 練 習 を す る。

☆ 個 人 で 変 奏 を っ くる 時 も,

クル ープ 内 で相 談 した り,お

互 いの 作 品 を確 か め た りで き

る よ う にす る。

☆ 記 譜 が 苦手 な児 童 に は文 字

で 記録 させ,教 師 が その 演 奏

を 聴 き,採 譜 す る。

☆ 変 奏 曲 つ くりカ ー ドの 活 用

Llぐん叔、岡tそ う噛

8● 駈 9昌 6飼7る 人 己 ● ・皇聖oし 倉 竃

寓 巳

メo〒耕 レ
し 、

り・つつ6遮 建

翼◎う1

蕊o奮 メDTIオ ン
シコぐ几 を
λ 航 さ

繍 メ所 揖 ン
はず ん た●●が;

じ で1

芸Illl朴 ん ふ っう1二

微
配ス肌 榔

結篇
ネ鮭 て'●イヴ、～

23K,c')

¥a5鰍d

1

陽 撤 くり

第

三

次

(

一

時

間
)

発表会で

発表す る。

○ 自分 たちの工夫 した変奏 曲を自信を もっ
ト

て 演 奏 す る。

○ 各 グル ー プの 変 奏 曲 を聴 き,音 楽 的 要 素

の 変 化 を 感 じ取 り,そ の よ さ を見 付 け る。

・みん なの 前 で 発 表 して緊 張 した け ど嬉 し

か った。 よ くで きた と思 う。

・変 奏 曲 って お も しろ いね
。

・変 奏 させ る とず いぶ ん 違 っ た感 じの 曲 に

な るん だ ね。

鎧 1ノ⊃./≠ に 泌 で

☆ リズ ム,拍 子,調 性,音 色

等,音 楽 的 要 素 の 変 化 に注 意

して 聴 くよ うに す る。

☆ メ ッセ ー ジカ ー ドに感 想 を

書 き,各 グル ー プ の よ い と こ

ろを 認 め合 うよ うに す る。

5考 察

本事 例では変奏曲をつ くる主 題に,低 学年か ら

親 しみのある五つの旋律を教材 と して開発 した。

旋 律はすべて5音 か らで きてい るので演奏 しやす く,

どの児童 も進んで取 り組めた。 個人で変奏をっ くる

時 もグループで集 まって行 ったので,お 互 いに学び

合 いなが ら自分の変奏をつ くってい った。

発表会で はメ ッセ ージカー ドに感想を書 いて発表

し合 い,音 楽的によか った ところを認あ合 ったので,

各 自に大 きな 自信 がっいた と考え る。記譜の苦手 な

児童 には文字 で書 くよ うに したこ とで,楽 譜で音楽

を表現 したい と思 う児童 も増え た。今後は,記 譜 を

始あ とす る基礎 ・基本 をどの ような形で育ててい く

かが課題である。

品作の童児

へ賠一
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皿 研 究 の ま とめ と今 後 の課 題

1研 究 のまとめ

この研究 は,日 常の音楽 の授業で見聞 きされ る何気 ない児童のっぶ や きや表情,特 に児童

の内発 的欲求の表れ と見 られ るものに着 目 し,そ れを継続的 に引 き出す ことによ って,生 涯

にわたって進んで音楽を楽 しむ ことので きる児童を育て たいとい う願 いか ら進 め られた。

まず,「 音楽 の大好 きな子 」 「自分 なりの感 じ方を大切 にす る子 」 「よ りよい表現 を求 め

て工夫す る子」 「自信を もって表現す る子」 「学 び合 い,高 め合 う子 」 とい う児童像を設定

し,こ の児童像その ものを目標 とす ることによ って,よ り児童の側 に立 った授業を工夫 して

きた。 また,目 指 す児童像 の実現 を検証す るたあに,学 習活動を 「音楽 との 出会 い」 「音楽

を味わい 自分 な りに感 じる」 「よ りよい表現 を しよ うとす る」 「自信 を もって表現す る」

「学 び合 い,高 め合 う」 とい う児童像 と対応 した5っ の視点で とらえよ うと試み た。

その結果,以 下の成果を得 ることがで きた。

・これ まで題材 に応 じて行 って きた指導の工夫を,5っ の視点で とらえ直 した ことによ って,

音楽教育 を通 して育てたい児童像 と,そ れを実現 するたあの指導 の工夫 とが,よ り具体的

に結 び付 くよ うになった。

・音楽 との出会 いを工夫す ることによ って,児 童が音楽 を自分の もの と して とらえ るよ うに

な り,進 んで音楽 と向 き合い,か かわ ろうとす る姿が見 られて きた。

・学習 カー ドや視聴覚教材を工 夫 し,活 用す ることによ って,今 まで気付かず にきた 自分の

感 じ方を児童 自身が 自覚す ることがで き,教 師 もそれ を見取 ることが可能 とな った。

・友達 の感 じ方や表現の違いを知 ることによって,そ れ を自分の表現に生か し,更 によりよ

い表現を求 あるよ うにな った。

・教師や友達 と共 に一人一人の感 じ方 を大切 にす る温 かい雰囲気の中で,自 信 を もって 自分

の感 じ方 を表現へ生かそ うとす るよ うになって きた。

以上 のよ うな音楽活動を通 し,友 達や教師 との人間的なかかわ りも一層深 ま り,「 自分の

感 じ方 を生 か し,進 んで音楽活 動をす る児 童」が育 ちっっあ る。 こう した児童 の姿 こそ,

"生 きる力"と して注 目されてい る主体的な判断力
,行 動力,創 造性を身に付 けた児童像 と

考えて い る。

2今 後 の課題

本研究を通 し,多 くの成果を得 ることがで きたか,今 後 も次の点 について継続 して研究 し

てい く必要があ る。

・児童の 内発的欲求を刺激す る魅力あ る教 材の開発 を行 う
。

・一人一人の感 じ方 を見取 り
,よ り豊かな感 じ方へ と導 く指導 と評 価の方法を工夫す る。

・一人一人の感 じ方 を全体の表現 に生か し
,よ りよい表現 にす るにはどの ような指導の工夫

を した らよいか更 に研究を進め る。

・感 じ方を生 か し,進 んで音楽活動をす るために必要な知識や技能 を精選 し,そ れ らを系統

的 に位置付 けた年間学習指導計画の作成 と指導法の検討 ・改善 を行 う。
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